
①

月

躊第

嘔
―
―

嘔
―
―

旬

人 口 と世 帯 数

(9月 末 日現在)

世 帯 数    1.102
総 人 口     4894

男       2.432
女       2.462

昭和46年 10月 25日

嘲距Iテ黒軍r証
が
、
幅
員
六
層
の
立
派
な
道
路

で
す
。

相
内
地
区
ま
で
の
残
り
六
百

八
十
層
に
つ
い
て
は
、
十
二
月

末
ま
で
に
終
わ
る
予
定
で
改
良

工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
舗

装
工
事
は
明
年
度
行
な
う
こ
と

さ
れ
れ
ば
、
観
光
道
路
と
し
て

―
ス
に
行
な
わ
れ
消
防
車
等

の

に
な

つ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
の
利
用
度
が
高
く
な
る
ば
か
り

出
動
も
早
め
ら
れ
ま
す
。

相
内
―
十
三
間
が
完
全
舗
装

で
な
く
、
冬
季
の
除
雪
も
ス
ム

相
内
―
十
三

線

の
村
道
舗
装

工
事
は
十
月
初

め
か
ら
、
斎
勝

建
設
に
よ

っ
て

進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
本
年
度

分
が
完
成
し
ま

舗
装
さ
れ
た

の
は
十
三
側
か

ら
延
長
九
百
二

十
Ｍ
で
、
昨
年

鶴
賀
建
設
が
新

設
改
良
し
た
も

の
で
す
。

工
事
費
は
八

百
七
十
八
万
円

を
要
し
ま
し
た

蛹
鷹
「
け
に
庭
わ
』
断
練
朴
雌

一

り
、
工
事
を
担
当
し
て
い
る
東

一

海
興
業
と

巴
組
で
は
三
学
期
か

一

』
¨
畷
畔
難
畑
７
合
せ
た
い
と

一

ン
郷
け
ぃ
畔
壺
麟
齢
ｍ
凛
嚇
一

一

面
積

一
、
二
三
九
平
方
妍
で
総

一

工
費
五
千

一ハ
百
五

十
万
円
で

一

す
。

　
　
　
　

‐
　
　
　
　
　
一

規
模
は
階

下
が

一　
般
教
室

一

に
ｒ
畔
剛
麟
螢
ヒ
ｒ

食 の
知
ゝ
樹

一

け

い
室
、
物
品
庫
で
、
三
階
は

一

一
カヽ 般

轍
麟

つ四
ざ
精
噸
雌
デ
調
書

一

ま
た
、
屋
内
体
育
館
は
鉄
骨

一

平
屋
建
て
で
、
面
積
は
四
〇
六

一

平
方
研
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
一

な
お
、
校
舎
、
屋
体
と
も
工

一

事

の
契
約
は
来
年
五
月
二
十
日

一

で
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

児
童
手
当
法
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
は
、
十
月
上
旬
号

「
紙
上
相
談
室
」
欄

で
お
答
え
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
制
度

の
内
容
を
さ
ら
に
く
わ
し
く
知
り
た

い
と
い
う
、
村
民
か
ら
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、　
一
問

一
答

の
形
で
そ
の

要
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

間
　
昭
和
四
十
七
年

一
月

か
ら
児
童
手
当
法
が
施
行
さ

れ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
法

律

の
ね
ら
い
は
ど
こ
に
あ
る

の
で
す
か
。

書

　

一
般
家
庭
で
は
、
子

ど
も
の
養
育
費
が
家
計
を
圧

迫
し
重
い
負
担
と
な

っ
て
い

る
の
が

現
状
で
す

。
そ
こ

で
、
子
ど
も
を
養
育
し
て
い

る
人
に
社
会

の
力
で
児
童
手

当
を
支
給
し
、
家
庭
生
活
を

安
定
さ
せ
、
次
代
の
社
会
を

に
な
う
子
ど
も

の
健
全
な
育

成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し

た
も
の
で
す
。

間
　
ど
う
い
う
人
が
児
童

手
当
を
受

け
ら
れ
る
の
で
す

か
。答

　
大
ま
か
に
い
っ
て
次

の
要
件
を
そ
な
え
て
い
る
人

が
受

け
ら
れ
ま
す
。

①
日
本
国

民
で
あ

る
こ

¨
　

②

日
本
国
内

に
住
所
が
あ

一　
る
こ
と
。

一　
　
③
そ
の
人
が
、
義
務
教
育

一
終
了
前
の
児
童
を
含
め
て
十

一　
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以

強

一　
上

畷
帯
帆
欺
い
醜
律
た

。一
定

間

″　
額

（
扶
養
親
族
な
ど
五
人
の

一十三

一　
碍
“
凍
許
凱
」
「
万
円
）
以

内

　̈
　
間
　
あ
る
都
合
で
他
人
の

椰

一　
奸
”
嵯
嗜
れ
資
”
％
場
合
は

さ

一　
　
答
　
他
人
の
子
ど
も
で
も

囃

一　
性
帆
破
馘
』
∪
哄
秘
れ
が
＝

派

　̈
せ
て
三
人
以
上
の
と
き
も
支

ニュ
一

給
を
受

け
る
こ
と
か
で
き
ま

一　
す
。
ま
た
児
童

の
国
籍
は
間

”　
い
ま
せ
ん
。

問
　
所
得
の
制
限
の
中
で

フ
イ
のヽ
人
の
所
得
」
と
ｉｔ
Ｌ

帯
の
所
得
で
す
か
。

性
日　
受
給
者
本
ノ
、
だ
け
の

所
得
で
す
。
夫
婦
共
か
せ
ぎ

の
家
庭
で
は
、　
一
般
的
に
は

夫
か
受

給
者
と
な
り

ま
す

が
、
そ
の
場
合
は
、
夫
の
所

得
だ
け
で
す
。

間
　
手
当

の
金
額
な
ど
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答
　
養
育
し
て
い
る
子
ど

も
の
う
ち
、
三
人
日
か
ら

一

人
に
つ
き
月
額
三
千
円
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
支

給
の
対
象
と
な
る
子
ど
も
は

義
務
教
育
終
了
前
の
子
ど
も

に
限
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
制
度
は
多
額

の
費
用
を
必
要
と
し
ま
す
の

で
、
次
の
よ
う
に
段
階
的
に

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。

①
第

一
次
四
十
七
年

一
月

か
ら
の
支
給
対
象
は
、
昭
和

四
十
二
年

一
月
二
日
以
後
に

生
ま
れ
た
五
歳
未
満
の
児
竜

②
第
二
次
四
十
八
年
四
月

か
ら
の
支
給
対
象
は
、
昭
和

三
十
八
年
四
月
二
日
以
後
に

生
ま
れ
た
十
歳
未
満
の
児
童

③
第
三
次
の
四
十
九
年
四

月
か
ら
は
、
義
務
教
育
終
了

前
の
子
ど
も
す
べ
て
と
な
り

完
全
実
施
さ
れ
ま
す
。

間
　
二
れ
ま
で
あ
る
制
度

で
児
童
扶
養
手
当
や
母
子
年

金
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
は

ど
う
な
り
ま
す
か
ｃ

答
　
母
子
年
金
を
受
け
た

ほ
か
に
、
新
し
―、
児
童
手
当

の
支
給
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
家
庭
に
対
し
て
も
同

様
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ

ル
こ

な
り
ま
す
。

間
　
受
給
手
続
ご
を
教
え

穴
口　
村
長

へ
認
定
請
求
書

を
提
出
し
て
受
給
資
格
の
認

定
を
・り
け
な

け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
用
紙

は
村
で

用
意

し
、
準
備
の
子
き̈
次
第
受
け

付
け
を
始
め
る
二
と
に
な
り

ま
す
。

間
　
手
当
の
支
給
に
要
す

る
財
源
は
ど
こ
で
負
担
す
る

の
で
す
か
。

答
　
被
用
者

（
厚
生
年
金

保
険
等
の
被
保
険
者
）
に
支

給
す
る
手
当
の
財
源
は
、
事

業
主
が
十
分
の
七
、
残
り
は

国

・
県

・
村
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

ま
た
、
被
用
者
以
外

（
農

業
や
自
営
業
等
）
の
者
に
支

給
す
る
手
当

の
財
源
は
、
国

・
県

・
村
が
負
担
し
ま
す
。

な
お
、
事
業
主
の
負
担
金
の

徴
収
は
厚
生
年
金
保
険
等
の

保
険
料
に
合
わ
せ
て
徴
収
し

国

（
社
会
保
険
事
務
所
）
が

取
り
扱

い
ま
す
。

間
　
公
務
員
等
の
特
例
と

い
う
の
は

，
Ъ

答
　
国

・
県

・
村
の
職
員

は
、
村
長
で
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
所
属
に
お
い
て
受
給

手
続
き
を
し
ま
す
。

手
当

の
財
源
も
そ
れ
ぞ
れ

の
所
属
に
お
い
て
全
額
を
負

担
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま

す
。

垣
根
に
干
し
ダ
イ

コ
ン
が
目

つ
こ
の
ご
ろ
、
秋
も
い
よ
い

終
わ
り
を
告
げ
、
は
だ
寒
さ

を
感
じ
ま
す
。

畑
大
根
皆
肩
出
し
て

日
浴
び
ぬ

川
端
　
茅
舎

十

一
月
は
、
秋
か
ら
冬

へ
の

衣
替
え
の
月
」
と
い
わ
れ
ま

．
空
模
模
で
い
え
ば
、
大
陸

面
か
ら
高
気
圧
が
し
だ
い
に

く
な
る

一
方
、
カ
ム
チ
ヤ

ッ

方
面
で
は
低
気
圧
が
発
達
し

日
本
付
近
で
は
西
高
東
低
の

型
の
気
圧
配
置
が
で
は
じ
め

す
。

こ
の
西
高
東
低
の
気
圧
配
置

日
本
海
側

の
地
方
で
は
天
気

悪
く
な
り
、
気
温
は
日
増
し

低
く
な
り
ま
す
。

冬
を
迎
え
る
準
備
は
い
か
が

し
よ
う
。
冬
物
衣
類
の
整
理

さ
を
迎
え
る
家
の
う
ち
そ
と

準
備
。
さ
ら
に
は
年
末
の
十

月
を
間
近
に
ひ
か
え
て
、
主

の
手
は
い
く
つ
あ

っ
て
も
た

ま
せ
ん
。

ま
ず
寒
さ
よ
け
。
南
側
の
へ
や

は
暖
か
い
が
、
北
側
の
へ
や
の

寒

い
こ
と
。

こ
の
寒
さ
を
ふ
せ

ぐ
に
は
、
ま
ず
北
風
を
ふ
せ
ぐ

こ
と
で
す
。

へ
や
の
外
が
わ
に

風
よ
け
を
作

っ
た
り
、
内
が
わ

か
ら
日
張
り
を
す
る
な
ど
の
く

ふ
う
を
し
ま
し

よ
う
。
ま
た
南

が
わ
の
ぬ
く
み
を
で
き

る
だ

け

北
側
に
お
く
り
こ
む
よ
う
に
日

中
は
ふ
す
ま
、
し

よ
う
じ
を
開

け
放
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
日

が
う
す
れ
た
ら
早
目
に
カ
ー
テ

ン
な
ど
を
ひ
い
て
暖
気
を
逃
が

さ
ぬ
よ
う
に
い

た
し
ま

し

よ

毎
年
暖
房
器
具
が
原
因
の
火

災
が
ふ
え
て
い
ま
す
。
石
油

ス

と
く
″，．プ

ロ
バ
ン
利
用
の
暖
房

器
具
の
取
り
扱
い
に
は
、
い
く

ら
慎
重
―■
し
て
も
し
す
ぎ

る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
火
災
ば
か

り
で
な
く
、
ガ
ス
中
毒
の
災
害

に
も
十
分
な
警
戒
が
必
要
で
す

犬を飼 うエチケツ ト

◆…かならずつないでおく

◆…登録して予防注射をう

ける

◆…いらない大|ま 捨てずに

役場へ連絡する
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_広 報 し う ら                                ② _

―相内小を大差でくだす‐

教
育
振
興
会

・
青
少
協
主
催
の
村
内
小
学
校
親
善

野
球
大
会
は
九
月
十
八
日
、
秋
晴
れ
の
十
三
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
ま
し
た
。
試
合
は
十
三
小
対

脇
小
の

一
戦
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
の
よ
さ
た
葛
西
投
手
の
好
投
に
さ
さ
え
ら
れ
た

脇
元
小
チ
ー
ム
が
昨
年

の
優
勝
校
、
相
内
小
を
１２
対

５
の
大
差
で
破
り
優
勝
し
ま
し
た
。

脇
元
小
の
栄
冠
は

一
昨
年
延
長
九
回
、
同
点
の
ま

ま
十
三
小
と
優
勝
を
分

け
合

つ
て
以
来
の
こ

と
で

す
。

▽

一
回
戦
　
　
　
　
　
　
　
君
め

ヒ
ッ
ト
な
ど
で
２
１
１
と

脇
元
小
Ａ
４
‐
３
十
三
小

　

逆
転
。
そ
の
後
た
が
い
に
追
加

十
三
小
ト

ッ
プ
木
村
君
、
脇

点
を
ね
ら
う
が
十
三
小
田
中
投

小
葛
西

（孝
）
投
手
の
立
ち
あ

手
の
不
調
が
た
た
り
、　
一
点
差

が
り
第
三
球
を
と
ら
え
、

レ
フ

を
守

つ
た
脇
小
決
勝

へ
。

卜
左
を
ぬ
く

ホ
ー
ム
ラ
ン
。
し

　

▽
二
回
戦

か
し
、

こ
の
あ
と
三
者
を
三
振

　

相
内
小
１１
１
１
太
田
小

に
し
り
ぞ
け
る
。　
　
　
　
　
　
　
一
回
表
太
田
小
、
相
小
唐
川

裏
、
脇
小
ト
ッ
プ
小
山
君
四

投
手
の
好
投
に
三
者
風
退
、
そ

球
で
出
塁
、
二
、
三
塁
に
連
続

の
裏
、
実
力
の
あ
る
相
小
が
太

盗
塁
、
十
三
小
田
中
投
手
は
二

田
小
長
利
投
手
を
攻
め
打
者

一

番
葛
西

（秀
）
君
を
三
振
に
と

巡
の
５
点
を
先
取
、
三
回
表
に

す
た
が
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
み

太
田
小

一
点
を
返
す
も
さ
ら
に

だ
し
二
死
の
あ
と
連
続
の
四
球

５
点
を
追
加
さ
れ
相
内
小
楽
勝

ワ
イ
ル
ド
ビ

ッ
チ
、
五
番
三
上

で
決
勝

へ
進
む
。

大
田
小
、
一
点
差
を
守
り
三
位
に

▽
三
位
決
定
戦
　
　
　
　
　
盗
塁
、
ワ
イ
ル
ド
ピ

ッ
チ
な
ど

大
田
小
Ａ
５
１
４
十
三
小

　

で

一
点
先
取
、
そ
の
裏
大
田
小

一
回
表
十
三
小
二
番
堀
川
君

も

一
勝
し
よ
う
と
反
げ
き
、　
一

三
番
山
本
君
の
連
続
ヒ
ッ
ト
、　
番
宍
倉
君
四
球
、
三
番
田
中
君

ヒ
ッ
ト
、
四
番
下
沢
君
四
球
で

一
死
満
塁
、
五
番
長
利
君
の
セ

が
し
た
か
に
み
え
た
が
、
十
三

小
相
川
二
塁
手
の
エ
ラ
ー
を
さ

そ
い
二
点
、
さ
ら
に

一
点
を
追

加
３
１
１
と
逆
転
す
る
。

十
三
小
も
四
回
五
番
今
野
君

レ
フ
ト
を
あ
や
ま
ら
せ
ホ
ー
ム

ラ
ン
と
い
う
当
り
が
観
客
に
ふ

れ
三
塁
打
、
後
退
二
者
几
退
し

た
が
ビ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
白
川
君

光
る
脇
小
・葛
西
（孝
）
君
の
好
投

▽
優
勝
決
定
戦
　
　
　
　
　
打
者
下
山
君
二
遊
間
に
ヒ
ッ
ト

棚朴２００２‐３２‐０３０３０〇
一５‐２
峨帥疎一訂榊η陛凝費秘捕ヵ、

一
回
表

一
番
小
山
君
四
球
、　
手

の
ヒ
ツ
ト
で
追
加
点
．

二
番
葛
西

（
秀
）
君
の

一
塁
ゴ
　

一
一回
表
脇
小
も
五
番
藤
田
君

口
で
二
進
三
盗
し
て
チ
ヤ
ン
ス

一ハ
番
三
上
君
連
続
四
球
、
七
番

さ
す
が
下
山
投
手
後
続
を
二
者

葛
西

（
成
）
君

セ
カ
ン
ド
ゴ

ロ

三
振
に
し
り
ぞ

け
る
。
　
　
　
　
で
チ
ヤ
ン
ス
つ
ぷ
れ
た
か
と
思

一
回
裏
優
勝
候
補
だ
け
に
脇

わ
れ
た
が
、
二
塁
手
を
あ
や
ま

小
葛
西

（孝
）
投
手

の
立
ち
あ

ら
せ
満
塁
。
脇
小
逆
転
の
好
機

が
り
を
攻
め
、　
一
番
柏
谷
君

ヒ

下
山
君
そ
う
は
さ
せ
ず
と
八
番

ッ
ト
、
す
ぐ
二
盗
チ
ヤ
ン
ス
を

伊
南
君
を
三
球
三
振
、
九
番
村

つ
く
る
。
蔦
西
投
手
二
番
、
三

上
君
を

フ
ル
カ
ウ
ン
ト
か
ら
三

番
を
三
振
に
と

つ
た
が
、
四
番

振
に
さ
け
二
死
と
す
る
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
よ
い
脇
小

者
を
か
え
し
て
同
点
、
意
気
あ

が
る
脇
小
三
番
葛
西

（
孝
）
君

の
ヒ
ッ
ト
で

一
点
か
え
し
３
１
，
ヒ
ッ
ト
、
四
番
を
三
振
に
と

つ

１
５
と
シ
ー
ソ
ゲ
ー
ム
、
予
想

２
、
意
気
あ
が
る
太
田
小
二
回

た
が
下
山
君

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

ど
お
り
の
好
試
合
と
な
る
。

に
は
鳴
海
、
田
中
両
君

の
ヒ
ッ

み
だ
し
、
五
番
藤
田
君
、
六
番

　

し
か
し
、
五
回
に
は
四
球
、

卜
で

一
点
、
四
回

ヒ
ッ
ト
と

工

一二
上
君
に
四
球
で

一
死
満
塁
、　
小
山
君
の
ヒ
ッ
ト
と
相
小
遊
撃

ラ
ー
で

一
点
を
追
加
５
１
２
と

七
番
葛
西

（
成
）
君
ラ
イ
ト
前

手
、　
一
塁
下
山
君
の
エ
ラ
ー
な

す
る
。
十
三
小
最
終
回
ヒ
ッ
ト

ヒ
ッ
ト
、
八
番
伊
南
君
四
球
で

ど
に
よ
り
三
点
、
六
回
に
は
葛

と

エ
ラ
ー
に
よ
り
二
点
を
か
え

押
し
出
し
、
九
番
村
上
君
の
三

西

（
成
）
君
の
ヒ
ッ
ト
、　
舌
フ

し
逆
転
な
る
か
と
思
わ
れ
た
が

遊
間
の
ヒ
ッ
ト
か
と
思
わ
れ
る

―
、
小
山
君
の
レ
フ
ト
を
ぬ
く

宍
倉
遊
撃
手
の
好
守
な
ど
で
逆

当
り
を
相
小
佐
藤

（
重
）
君
好

ホ
ー
ム
ラ
ン
で
三
点
を
追
加
し

転
で
き

ず

一
点
差
で
敗
れ
太
田

捕
し
た
が
、　
一
塁
に
悪
投

の
夕

た
。
相
小
も
反
撃
を
試
み
る
が

小
三
位
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ム
リ
ー
エ
ラ
ー
と
な
り
５
１

葛
西

（孝
）
投
手
の
落
ち
つ
い

２
と
逆
転
。
四
回
に
は
五
番
藤

た
投
球
に
し
だ
い
に
あ
せ
り
、

田
君
右
中
間
を
ぬ
く
ホ
ー
ム
ラ

ク
リ
ン
ア
ッ
プ
に
ヒ
ッ
ト
が
出

ン
で
追
加
点
、
相
小
も
三
回
下

ず
。
葛
西

（
成
）
君
の
好
守
備

山
、
三
和
君
の
ヒ
ッ
ト
で

一
点

富
坂
捕
手

の
好
リ
ー
ド
に
よ
り

四
回

に
は
佐
藤
　
（
法
）
君
、
　
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
と
れ
た
脇
小

―
―
‐―
―
―
，

疇罐
ぱ
瞭
躍
躍
聾

‐股囃
膳

個
人
賞
を
受
賞
し
た
選
手
は

つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

△
優
秀
投
手
賞
＝
葛
西
孝
明

（

脇
小
六
年
）

△
敢
闘
賞
＝
宮
川
幸
彦

（
相
小

六
年
）

△
美
技
賞
＝
中
島
透

（十
三
小

六
年
）

△
打
撃
賞
＝
小
山
大
友

（脇
小

君

打 の
球 チ

飛 番
び 小
二 山

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

中
井
泰
蛍

（十
三
）
８４
才

鳴
海

シ
モ

（
相
内
）
６３
才

大
田
平
助

（磯
松
）
６６
才

白
川
三
吉

（
相
内
）
８５
才

ぶ
轟セナ

乳
幼
児
の
股
関
節
脱
日
の
検

診
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す

―
四
選
手
に
個
人
賞
―
　
なヵ、も
ｒ
嘘
製
↑
勧
れ
け
「
も
れ

△
十
六
日
＝
午
後

一
時
三
十

四
年
）△̈「一̈一い一一「峙̈

-1{認 ―

埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
等
の

手
続
き
を
知
り
た
い

ご
誕
生
お
め
で
と
う

米
谷
明
文

（
相
内
）
慶
治

菖
西
亜
紀

（脇
元
）
公
平

三
和
寿
彦

（脇
元
）
寿
夫

安
保
明
人

（
相
内
）
功
三

白
川

一
貴

（
相
内
）
隆
治

い
つ
ま
で
も
お
し
あ
わ
せ

十

一
月
は
、
所
得
税
第
二
期

分

の
納
税
の
月
で
す
。
納
税
宿

は
、
六
月
中
旬
に

一
期
分
と
と

も
に
通
知
さ
れ
た
額
で
こ
れ
を

十

一
月
三
十
日
ま
で
に
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

納
税
に
際
し
て
は
、
預
金
ロ

庄
か
ら
自
動
的
に
振
り
替
え
て

納
税
で
き
る
振
替
納
税
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
制
度
を
利
用
し
ま
す
と

納
期
ま
で
に
確
実

に
納
税
が
で

き
る
う
え
に
手
数
が
か
か
ら
ず

便
利
で
す
。

中
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で

す
か
ら
税
務
署
か
金
融
機
関
の

窓

口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
　

保
健
婦
に
よ
る

一　
　
　
　
健
康
相
談
日

▽
十
五
日

（
日
）
＝
相
内
地

区

・
役
場
小
会
議
室

▽
十
六
日

（
火
）
Ｈ
桂
川
地

区

・
桂
川
分
位

７
十
七
日

（
水
）
＝
大
田
地

区

・
生
活
改
普

セ
ン
タ
ー

右

い
す
――
―
′午
前
十
時
か
ら

午
後
二
時
ま
‘

〈畑
琳
　
議
議
（散

〈情
榊
のり確

〈鶴
勲
十
鷹
神

〈駐
印
美
腋
刊

〈鶴
畔
　
膨
婦

森 田

弘平 弘相 引、相 相中

前塚 前内 前内 内里


